
令和３年６月１４日（月）～令和３年６月２０日（日）〔令和３年第２４週〕の感染症発生状況 

第２４週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）ＲＳウイルス感染症 ２）感染性胃腸炎 ３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

ＲＳウイルス感染症の定点当たり患者報告数は７．３８人と前週（７．１１人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は４．８６人と前週（４．４９人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は０．７３人と前週（０．５７人）から増加しましたが、例年より低いレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】

川崎市におけるＲＳウイルス感染症の定点当たり報告数は、令和３年第２０
週（５月１７日～５月２３日）の２．３７人から毎週増加しており、第２４週
（６月１４日～６月２０日）には定点当たり７．３８人と３週連続で過去最多
を更新しました。特に、宮前区及び多摩区で報告が多くなっています。 
ＲＳウイルス感染症は、２歳までにほぼ１００％の児が初感染を受けるとい

われており、通常は０～2歳の乳幼児が報告の多くを占めます。昨年は年間を
通して報告数が非常に少なく、流行もみら 
れませんでした。今年は報告数の増加に加 
え、例年と比較して年長児の報告も多くみ 
られますので、3歳以上のお子さんも感染 
に御注意ください。 

今、何の病気が流行しているか！

第２４週報告数第２位

第２４週報告数第１位
ＲＳウイルス感染症の報告数が過去最多を更新！
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川崎市におけるＲＳウイルス感染症発生状況（１０年間） 

川崎市におけるＲＳウイルス感染症区別流行状況 
（令和３年第２４週）

川崎市におけるＲＳウイルス年齢区分別発生状況

川崎市感染症情報発信システム（ＫＩＤＳＳ）


